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私にできるボランティア
2019年1月で42２回目の献血を行った。初めて献血したのは、今から30年以上前の高校１年生である。通学途中の金宝町にある円徳寺で、毎週土曜日に献血バスが停まっており、気になっていた。ある日、意を決して、献血バスに乗車した。血管に針を刺すのは、正直いってムチャクチャ痛い。直径は1.4㎜もある。かなり太い。看護師さんは笑顔で謝ってはくれるが、それでも痛いものは痛い。針を抜く時も痛い。献血後に飲み物とお菓子、図書券、ティシュ、絆創膏などたくさんの記念品をもらった。痛みの代償がこれならいいやと思い、それからできるだけ献血をするようにしてきた。
高校2年生の時、祖母が急性骨髄性白血病になった。輸血が必要だったが、白血球の型が異なるということで、私の血液を祖母に捧げることはできなかった。悔しいと思ったが、これが献血を続けていくモチベーションになった。
成人してから、酒を飲む機会が増えたためか、献血の検査結果による肝臓の数値（GPT、γ－ＧＴＰ）が基準値を超えるようになった。これでは、献血できないどころか、体にも良くない。ある日、会社の社長が「肝臓にはウコンが効くぞ」と教えてくれた。半信半疑だったが、高価なウコンの顆粒を購入し、しばらく飲み続けた。その結果、効果覿面であった。それから、母がウコンを畑で栽培し、粉末状にしてくれた。現在は飲んでいないが、肝臓の数値は良好である。
献血のお礼として、多いときでは、1,500円相当の図書券またはテレフォンカードがもらえる時期があった。しかし、これを目的に献血カードを偽造したり、複数枚持つ人が現れた。これを防止するため、献血は電子管理になり、お礼は、歯磨き粉や洗剤、タオルなどになった。自分でも明確な理由がわからないが、それでも私は、献血を続けている。自分の中でのオンリーワンを目指しているのだろうか、自己満足か、看護師さんの笑顔か。
献血には、血液すべてを抜き取る全成分献血と、血液を分離器にかけて、血漿や血小板だけを提供し、赤血球や白血球を体に戻す成分献血がある。血漿献血は、1年間で24回可能である。数年前に札幌の男性が70歳の誕生日前に最後の献血をし、その方の1,054回が献血回数日本一の記録らしい。私の献血回数は遠く及ばない。
献血可能な年齢は69歳までである。献血ができる健康な体に感謝しつつ、人様に差し上げるほどお金がないことを理由にして、これからも身体の一部を捧げ、社会に役立っていこうと思っている。　『継続は血から成り』
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